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結 い の 大 地

い わ て

岩手県農業共済組合

ニーズに沿った補償を 
臨時総代会開催　全議案を可決……2

家畜共済 
種豚・肉豚共済の事故除外方式…… 4



　平
成
28
年
３
月
４
日
、
本
組
合
は
臨
時

総
代
会
を
盛
岡
市
の「
盛
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
」
で
開
催
し
ま
し
た
。

　総
代
総
数
2
9
8
名
中
2
9
3
名（
本

人
出
席
2
1
2
名
、
書
面
出
席
81
名
）の

出
席
が
あ
り
、
工く

藤ど
う

忠た
だ

義よ
し

組
合
長
が
開
会

を
宣
言
し
ま
し
た
。

　議
長
に
は
、
北
上
市
の
齋さ

い

藤と
う

達た
つ

彦ひ
こ

総
代

が
選
出
さ
れ
、
共
済
事
業
の
危
険
段
階
に
か

か
る
掛
金
率
設
定
や
共
済
規
程
の一部
変
更

な
ど
７
議
案
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
さ
れ
た

結
果
、全
議
案
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　提
出
さ
れ
た
議
案
中
、
共
済
規
程
の一部

変
更
で
は
、
農
機
具
共
済
の
補
償
拡
充
を

図
る
た
め
、
今
年
度
か
ら
始
ま
る
農
機
具

共
済
付
保
割
合
条
件
付
実
損
て
ん
補
特
約

の
導
入
に
か
か
る
内
容
も
含
ま
れ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
は
、
組
合

員
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
補
償
内
容
の
提
供

に
今
後
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

総代数 ……………………… 298名
本人出席 ………………… 212名
書面出席 …………………… 81名
代理出席 ………………………0名
出席者合計 ……………… 293名

ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
補
償
を

臨
時
総
代
会
開
催

　
全
議
案
を
可
決

工藤忠義組合長

議長  齋藤達彦総代

2

鷹た
か

場ば

美み

千ち

雄お  

総
代（
二
戸
市
）

　果
樹
共
済
危
険
段
階
基
準
共
済
掛
金
率
の

設
定
に
つ
い
て
、
り
ん
ご
、
ぶ
ど
う
の
品
種

を
類
区
分
と
し
て
分
け
て
い
る
の
は
な
ぜ

か
。
品
種
名
ご
と
に
示
し
た
方
が
分
か
り
や

す
い
の
で
は
。

農
林
水
産
省
の
告
示
に
よ
っ
て
類
ご
と

に
設
定
す
る
よ
う
定
め
ら
れ
て
い
る
た

め
で
す
。
類
区
分
は
早
生（
１
類
）、
中
生（
２

類
）、晩
生（
３
類
）と
収
穫
時
期
で
分
け
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

　例
え
ば
岩
手
県
の
り
ん
ご
は
、

１
類
：
つ
が
る
・
さ
ん
さ

２
類
：
ジ
ョ
ナ
ゴ
ー
ル
ド
・
千
秋

３
類
：
ふ
じ

な
ど
と
国
が
定
め
て
お
り
ま
す
。

　各
県
ご
と
に
栽
培
さ
れ
て
い
る
果
樹
の
品
種

名
が
違
う
こ
と
や
品
種
の
す
う
勢
に
よ
り
栽
培

さ
れ
る
品
種
が
変
わ
っ
て
い
く
た
め
で
も
あ
り

ま
す
。
品
種
名
ご
と
に
掛
金
率
を
掲
載
す
る
と

膨
大
な
数
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
制
度
上
、こ
の

よ
う
な
表
現
に
し
て
い
ま
す
。

　類
区
分
に
つ
い
て
は
、
加
入
推
進
の
際
に
組

合
員
の
皆
様
に
ご
理
解
い
た
だ
く
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

高た
か

橋は
し

信し
ん

一い
ち  

総
代（
花
巻
市
）

　業
務
収
支
予
算
の
変
更
で
無
人
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
の
購
入
を
先
送
り
し
た
と
の
説
明
に

つ
い
て
、
現
在
は
ど
の
よ
う
な
稼
働
状
況
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

胆
江
地
域
セ
ン
タ
ー
管
内
で
は
10
機
所

有
し
、５
つ
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
協
議
会
に

貸
し
出
し
、
そ
の
協
議
会
が
独
自
に
運
行
し
て
、

水
稲
、大
豆
の
防
除
を
行
っ
て
い
ま
す
。

議案第１号 家畜共済危険段階共済掛金標準率の設定について
…平成28年度適用の掛金標準率設定のため

議案第２号 果樹共済危険段階基準共済掛金率の設定について
…りんご（1類）4区分（2～3類）6区分　ぶどう（2～3類）6区分

議案第３号 畑作物共済危険段階基準共済掛金率の設定について
…大豆１類、平成28年産適用

議案第４号 共済規程の一部変更について
…農機具共済付保割合条件付実損てん補特約の導入など

議案第５号 平成27年度業務収支予算の変更について
…執行見込額33億9,272万4千円（4,115万5千円減）

議案第６号 平成26年度農作物・果樹共済剰余金処分案累計（７組合合計）の訂正について
…集計誤りの修正

議案第７号 損害評価会委員の選任について
…審議委員（ホップ）1名　抜取調査委員（水稲）4名　任期　平成28年3月4日～30年5月31日

主な質問・意見

臨時総代会提出議案

質
問

質
問

答
弁

答
弁
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　家
畜
共
済
は
、
飼
養
し
て
い
る
家
畜

を
死
亡
・
廃
用
・
病
気
や
け
が
か
ら
守

る
た
め
の
保
険
で
す
。
牛
、
馬
、
豚
が

加
入
で
き
、
今
回
は
そ
の
中
か
ら
豚
の

共
済
で
あ
る
種
豚
・
肉
豚
共
済
に
つ
い

て
説
明
し
ま
す
。

　種
豚
共
済
は
通
常
、
死
亡
・
廃
用
・

病
気
や
け
が
に
か
か
る
事
故
が
補
償
対

象
と
な
り
、
肉
豚
共
済
は
死
亡
事
故
が

補
償
対
象
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
特
定

の
事
故
の
み
を
補
償
す
る
事
故
除
外
方

式
が
あ
り
ま
す
。

　事
故
除
外
方
式
は
、
共
済
金
を
お
支

払
い
で
き
る
事
故
が
火
災
、
自
然
災
害

な
ど
特
定
の
被
害
の
み
対
象
と
な
り
ま

す
が
、
低
額
な
掛
金
で
安
心
な
補
償
が

得
ら
れ
、
万
が
一
の
災
害
に
備
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　加
入
で
き
る
の
は

種
豚
…
生
後
６
カ
月
以
降
の
繁
殖
豚

肉
豚
…
生
後
20
日
以
降
の
肉
豚

　　加
入
に
必
要
な
条
件
は

　事
故
除
外
方
式
の
加
入
に
は
一
定
の

条
件
が
あ
り
ま
す
。

●
種
豚
は
５
年
以
上
継
続
し
て
飼
養
し

て
い
る
こ
と
。

●
肉
豚
は
、
飼
養
頭
数
が
２
０
０
頭
以

上
で
あ
り
、
か
つ
５
年
以
上
継
続
し
て

飼
養
し
て
い
る
こ
と
。

　特
定
の
原
因
に
よ
る

　事
故
の
範
囲
と
は

　次
の
①
〜
③
に
よ
る
死
亡
・
廃
用
事

故
が
該
当
に
な
り
ま
す
。

① 

火
災

② 

伝
染
病

　法
定
伝
染
病
や
届
出
伝
染
病
に
あ
っ

て
は
真
症
の
も
の
。
た
だ
し
、
肉
豚
の

場
合
は
豚
エ
ン
テ
ロ
ウ
イ
ル
ス
性
脊
髄

炎
ま
た
は
ニ
パ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
限

り
ま
す
。

③ 

自
然
災
害

　気
象
観
測
資
料
等
か
ら
、事
故
の
原
因

と
な
る
自
然
災
害
が
特
定
で
き
た
場
合
。

　１
頭
当
た
り
の
評
価
額
は

　補
償
額
は

　種
豚
は
飼
養
す
る
繁
殖
豚
の
評
価
額

の
合
計
（
共
済
価
額
）
の
２
〜
８
割
、

肉
豚
は
飼
養
す
る
肉
豚
の
共
済
価
額
の

５
〜
８
割
の
範
囲
内
で
補
償
の
割
合

（
付
保
割
合
）
を
設
定
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　共
済
価
額
に
付
保
割
合
を
乗
じ
た
額

（
共
済
金
額
）
が
、
事
故
が
発
生
し
た

際
の
補
償
額
の
合
計
と
な
り
ま
す
。

家畜共済

種豚（雌） 種豚（雄）

年齢 評価額 年齢 評価額

1–4歳 71千円 1–5歳 177千円

5–7歳 55千円 6–9歳 114千円

8歳以上 39千円 10歳以上 51千円

肉豚（出生後20日以降又は離乳時）

平成２８年度 19千円

種豚・肉豚共済

事故除外方式も
おすすめ

4

と畜証明書の取扱を変更しました

雌豚100頭　1頭当たりの評価額71千円　付保割合8割
71千円 × 100頭 ＝ 7,100千円
7,100千円 × 80％ ＝ 5,680千円

※肉豚共済にも同じ補償内容の事故除外方式があります。
　詳しい補償内容や掛金等の概算はお近くの各地域センターにお問い合わせください。

死亡した繁殖豚に対しての共済金：71千円 × 80％ ＝ 56，800円 ＋ 獣医師の診療費
※死亡、廃用、疾病にかかる事故、すべてが支払いの対象になります。

支払いの対象になりません。

引受方式①

引受方式②

7，100千円 × 80％ ＝ 568万円
※引受方式①②ともに支払いの対象になります。

飼養する繁殖豚のうち1頭が肺炎で死亡

■加入例

■支払共済金について

豚舎で火災！飼養する繁殖豚が死亡

　今まで、廃用事故の際にはと畜した家畜の精算書とともに、と畜証明書の提出をお願いしておりま
した。しかし、牛の個体識別番号の普及や組合員負担の軽減、事務処理の簡略化の観点からと畜
証明書の取扱を変更しました。

　平成28年４月１日以降に発生した廃用事故の中で、下の２点のうち、どちらかに当てはまる場合のみ、
と畜証明書の提出をお願いします。

ただし、と畜した家畜の精算書は共済金を算定するうえで必要となります。
精算書は従来と変わらず、管内の農業共済組合各地域センターまでご提出ください。

❶ 牛で、と畜場にて牛白血病と診断された場合
❷ 牛以外の廃用事故

引受方式による掛金・支払共済金の違い

飼養頭数

共済価額

共済金額

引受方式による掛金の違い

引受方式 補償内容 掛金額

① 一般引受方式 死亡、廃用、疾病にかかる事故を補償 261,064円

② 事故除外方式２号 火災、自然災害、伝染病による死亡事故のみ補償 5,975円

1事故例

2事故例
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水み
ず

品し
な

智と
も

菜な 

獣
医
師 

胆
江
地
域
セ
ン
タ
ー

盛岡地域センター 中部地域センター 磐井地域センター

胆江地域センター 北部地域センター

宮古地域センター

東南部地域センター

　近
年
、
食
品
の
安
全
・
安
心
へ

の
関
心
が
高
ま
っ
て
お
り
、
農
場

段
階
に
お
い
て
も
安
全
が
保
証
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　H
A
C
C
P
と
は
、
食
品
の
あ

ら
ゆ
る
生
産
工
程
を
調
査
し
、
工

程
ご
と
に
危
害
が
入
り
込
む
リ
ス

ク
を
分
析
し
て
、
全
て
の
工
程
か

ら
危
害
リ
ス
ク
を
排
除
・
低
減
す

る
こ
と
で
、
食
品
の
安
全
を
確
保

す
る
手
法
で
す
。

　農
場
H
A
C
C
P
は
、
可
能

な
範
囲
で
畜
産
農
場
に
も
そ
の
考

え
方
を
と
り
入
れ
て
、
農
場
段
階

で
危
害
要
因
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し

よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

具
体
的
に
ど
ん
な

こ
と
を
す
る
の
？

　ま
ず
は
経
営
者
の
理
念
・
農

場
の
方
針
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

「
病
傷
率
を
○
％
に
す
る
」「
出
荷

量
○
㎏
を
目
指
す
」
な
ど
、
そ
の

農
場
が
目
指
す
と
こ
ろ
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
で
、
そ
の
後
の
作
業

が
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
ま
す
。

　次
に
、
日
頃
行
っ
て
い
る
作
業

を
文
章
で
記
録
し
、
危
害
分
析
を

行
い
ま
す
。
文
書
化
す
る
こ
と
で
、

問
題
発
生
時
に
振
り
返
り
、
対
策

を
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　こ
う
し
て
記
録
・
分
析
を
行
い

な
が
ら
、
少
し
ず
つ
危
害
リ
ス
ク

を
排
除
し
て
い
き
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
は

　メ
リ
ッ
ト
は
、
こ
れ
ま
で
経
験

や
勘
に
頼
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
も

の
を
文
書
化
す
る
こ
と
で
、
管
理

ポ
イ
ン
ト
や
対
策
を
的
確
に
把

握
で
き
る
こ
と
で
す
。
特
に
複
数

人
で
作
業
を
行
っ
て
い
る
農
場

で
は
、
従
事
者
全
体
の
作
業
レ
ベ

ル
の
統
一
化
や
意
識
の
向
上
に
よ

り
、
生
産
成
績
の
向
上
が
期
待
で

き
ま
す
。
畜
産
物
の
安
全
性
を
外

へ
向
け
て
証
明
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

　デ
メ
リ
ッ
ト
は
、農
場
H
A
C
C
P

の
構
築
に
時
間
と
労
力
を
要
し
、

記
帳
や
記
録
に
時
間
を
と
ら
れ
る

こ
と
で
す
。
苦
労
し
て
認
証
を
取

得
し
て
も
、
す
ぐ
に
収
入
に
反
映

さ
れ
に
く
い
点
も
あ
り
ま
す
。

　農
場
H
A
C
C
P
は
、
あ
く

ま
で
消
費
者
が
求
め
る
畜
産
物

の「
安
心
」
を
担
保
す
る
た
め

の
飼
養
管
理
シ
ス
テ
ム
で
す
。

H
A
C
C
P
に
は
行
政
、
民
間
等

に
よ
る
認
証
制
度
が
あ
り
ま
す
。

「
農
場
H
A
C
C
P
に
興
味
が
あ

る
」「
も
う
少
し
詳
し
く
話
を
聞

い
て
み
た
い
」
と
い
う
方
は
、
最

寄
り
の
N
O
S
A
I
ま
た
は
家

畜
保
健
衛
生
所
の
獣
医
師
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

農場HACCP（ハサップ）って？

認証農場で使用できる認証マーク
（公益社団法人 中央畜産会ホームページより）

TEL：

TEL： TEL：

TEL：
TEL：

TEL：

TEL：TEL：

TEL：TEL：
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いちばん星輝く岩 手 の 農 業 人

お
い
し
さ
と
安
全
性
を
求
め
て

 

甘
く
て
み
ず
み
ず
し
い
フ
ル
ー
ツ
ア
ス
パ
ラ

鷹
た か の は し

觜忠
ちゅう

一
い ち

さん

「安全でおいしいアスパラを食べてほしい」と鷹觜さん

収穫の様子

五
月
晴
れ
の
空
の
下
︑ま
っ
す
ぐ

伸
び
る
フ
ル
ー
ツ
ア
ス
パ
ラ

　ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
露
地
栽
培

（
18
㌃
）
に
情
熱
を
注
ぐ
、
紫
波

町
南
伝
法
寺
の
鷹
觜
忠
一
さ
ん

（
60
）。
柔
ら
か
く
て
糖
度
が
高

い
鷹
觜
さ
ん
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

は「
フ
ル
ー
ツ
ア
ス
パ
ラ
」
と

も
呼
ば
れ
、
地
元
産
直
で
も
人

気
を
集
め
て
い
ま
す
。

手
間
を
惜
し
ま
ず

　食
味
の
良
さ
と
安
全
・
安
心
を
追
求

す
る
鷹
觜
さ
ん
は「
ネ
ズ
ミ
・
モ
グ
ラ

が
寄
っ
て
こ
な
い
だ
け
で
な
く
、
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
の
糖
度
も
増
す
ん
で
す
よ
」

と
、
農
薬
は
で
き
る
限
り
使
わ
ず
、
木

酢
液
の
こ
ま
め
な
散
布
を
心
掛
け
て
い

ま
す
。
肥
料
に
は
地
元
で
作
ら
れ
た
堆

肥
の
み
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　木
酢
液
に
は
雑
草（
特
に
ス
ギ
ナ
）

の
成
長
を
促
す
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
も

あ
り
ま
す
が
、
鷹
觜
さ
ん
は「
除
草
剤

を
使
っ
て
土
壌
微
生
物
を
殺
し
て
し

ま
う
と
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
食
味
に
影

響
が
で
る
か
ら
」
と
、
手
作
業
で
草
を

刈
り
ま
す
。
除
草
作
業
が
雑
草
の
成
長

に
追
い
つ
か
な
く
な
る
５
月
末
こ
ろ
に

は
、
雑
草
だ
け
で
な
く
、
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
も
一
度
全
て
刈
り
取
り
、
短
い
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
は
産
直
で
販
売
し
ま
す
。

　ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
ス
ギ
ナ
よ
り
成
長

が
早
い
た
め
、
そ
の
後
は
成
長
し
た
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
だ
け
を
効
率
よ
く
収
穫
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
。

ま
さ
に
フ
ル
ー
ツ

　出
荷
時
期
は
例
年
４
月
末
〜
７
月
上

旬
で
、
地
元
産
直
や
Ｊ
Ａ
な
ど
に
出
荷
。

出
荷
先
の
産
直
で
は
、
売
り
切
れ
る
こ

と
も
し
ば
し
ば
で
、
追
加
注
文
の
電
話

も
入
る
ほ
ど
人
気
の
商
品
で
す
。

　「熱
を
通
し
て
も
も
ち
ろ
ん
お
い
し
い

け
ど
、
生
で
も
食
べ
ら
れ
る
よ
」
と
鷹
觜

さ
ん
は
採
れ
た
て
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を

口
に
入
れ
、「
青
臭
さ
は
無
い
。
柔
ら
か

く
て
甘
い
か
ら
ま
さ
に『
フ
ル
ー
ツ
』
だ

よ
ね
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

　今
後
に
つ
い
て
は「
手
間
が
掛
か
る

栽
培
方
法
だ
け
ど
、
お
い
し
く
て
安
全

な
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
作
る
た
め
、続
け
て

い
き
た
い
」
と
意
欲
的
で
す
。

▽
販
売
先
＝
紫
波
町「
あ
づ
ま
ね
産
直
」

（
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
温
泉
の
南
側
、
毎
週

水
曜
日
定
休
）

紫波町　　　　

収穫の様子

伸
び
る
フ
ル
ー
ツ
ア
ス
パ
ラ

7



収
穫
が
楽
し
み

マ
イ
タ
ケ
の
植
菌
作
業

旬

元
の
食
材
を
使
っ
た
本
格
的

な
イ
タ
リ
ア
料
理
が
楽
し
め
る

「
イ
タ
リ
ア
食
堂
フ
ィ
オ
ー
レ
」
が
Ｊ
Ｒ

花
泉
駅
の
近
く
に
オ
ー
プ
ン
し
、多
く

の
人
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

　「気
軽
に
イ
タ
リ
ア
料
理
を
楽
し
ん

で
ほ
し
い
」
と
話
す
店
主
の
菅
原
陽
介

さ
ん（
39
）は
、一
関
市
花
泉
町
の
出
身

で
、東
京
都
の
大
学
を
卒
業
後
、都
内

の
イ
タ
リ
ア
料
理
専
門
店
で
修
業
を

積
ん
だ
料
理
人
で
す
。

　同
店
で
は
、
同
市
藤
沢
町
の
特
産

「
館
ヶ
森
高
原
ポ
ー
ク
」を
使
っ
た
肉
料

理
や
県
産
ナ
ン
ブ
コ
ム
ギ
の
生
地
で
焼

き
上
げ
た
パ
ン
な
ど
、地
場
産
の
食
材

を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
が
充
実
。
家
庭
で

は
真
似
で
き
な
い
本
場
さ
な
が
ら
の
味

を
堪
能
で
き
ま
す
。

　イ
タ
リ
ア
料
理
一
筋
で
レ
シ
ピ
の
研

究
を
積
み
重
ね
て
き
た
菅
原
さ
ん
。「
マ

ル
ゲ
リ
ー
タ
・
ピ
ザ
」
に
は
自
宅
で
栽

培
す
る
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
。

水
分
を
飛
ば
し
ド
ラ
イ
ト
マ
ト
に
す
る

こ
と
で
味
を
引
き
立
て
る
な
ど
、新
鮮

な
素
材
に
ひ
と
手
間
か
け
た
調
理
法
に

は
創
意
工
夫
が
溢
れ
て
い
ま
す
。

▽
イ
タ
リ
ア
食
堂
フ
ィ
オ
ー
レ
＝
一
関

市
花
泉
町
涌
津
字
二
ノ
町
28
–
４

地
元
食
材
で
本
格
イ
タ
リ
ア
ン

地

だ よ り結 い の 大 地

中部地域
センター

【花巻市】

巻
市
東
和
町
田
瀬
地
区
の
日ひ

ノの

欠か
け

共
有
林
組
合（
内
舘
篤

夫
組
合
長
＝
組
合
員
73
人
）で
は
、平

成
20
年
よ
り
地
域
資
源
を
活
用
し
、

原
木
マ
イ
タ
ケ
の
特
産
化
を
目
指
し

て
栽
培
に
励
ん
で
い
ま
す
。同
組
合
が

栽
培
し
た
マ
イ
タ
ケ
は
、原
木
栽
培
な

の
で
天
然
の
マ
イ
タ
ケ
に
近
い
品
質
で

肉
厚
で
香
り
が
良
い
の
が
特
徴
。「
調

理
し
て
も
煮
崩
れ
し
に
く
い
」
と
、
地

元
の
評
判
も
上
々
で
す
。

　今
年
も
、
ホ
ダ
木
４
８
０
本
に
植

菌
し
、菌
が
繁
殖
す
る
ま
で
寝
か
せ
た

後
、
ホ
ダ
木
を
山
林
に
あ
る
マ
イ
タ
ケ

専
用
の
床
に
並
べ
て
土
や
落
ち
葉
を
か

ぶ
せ
、
９
月
中
旬

ご
ろ
収
穫
期
を
迎

え
ま
す
。

　収
穫
し
た
マ
イ

タ
ケ
は
同
町
内
で

販
売
す
る
ほ
か
、

９
月
下
旬
に
地

元
で
開
催
さ
れ
る

「
田
瀬
み
の
り
ま
つ

り
」
で
振
る
舞
わ

れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　内
舘
組
合
長
は「
今
年
も
マ
イ
タ
ケ

の
収
穫
が
楽
し
み
。地
域
の
特
産
に
し

て
い
く
た
め
に
、今
後
も
生
産
活
動
を

続
け
て
い
き
た
い
」と
意
欲
的
で
す
。

ホ
ダ
木
を
冷
ま
し
て
か
ら
マ
イ
タ
ケ
菌
を
植
え
付
け
る

ホダ木は３時間以上煮沸殺菌する

磐井地域
センター

【一関市】

スタイリッシュな内装で統一された店内

自家製ドライトマトのマルゲリータ

花

8

戸
若
手
料
理
人
の
会（
会
員

12
人
）
の
濱
豊
会
長
は
、
仲

間
と
共
に
、
二
戸
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド

肉
３
種
を
使
っ
た「
二
戸
ぶ
っ
と
べ
」

創
作
料
理
を
提
供
。
地
元
食
材
の
消

費
拡
大
や
産
地
の
魅
力
発
信
に
力
を

注
い
で
い
ま
す
。

　「ぶ
っ
と
べ
」
と
は
、
地
元
で
生
産

さ
れ
て
い
る「
佐
助
豚
・
菜
彩
鶏
・

短
角
牛
」の
３
種
を
使
っ
た
料
理
で
、

豚ぶ
た

、
鶏と
り

、
牛べ
こ

の
頭
文
字
を
取
っ
て
名

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　「
初
め
て『
ぶ
っ
と
べ
串
』
を
イ

ベ
ン
ト
で
販
売
し
た
と
き
、
一
日
で

３
千
本
が
売
れ
ま
し
た
。
お
客
さ
ん

か
ら
は
持
ち
帰
り
た
い
と
い
う
要

望
も
あ
り
、
昨
年『
二
戸
ぶ
っ
と
べ

ウ
ィ
ン
ナ
ー
』
を
開
発
し
ま
し
た
」

と
濱
会
長
は
話
し
ま
す
。
他
社
と
差

を
つ
け
る
た
め
、
ウ
イ
ン
ナ
ー
は
約

19
㌢
と
長
め
。
肉
汁
た
っ
ぷ
り
で
、

肉
の
旨
み
が
し
っ
か
り
味
わ
え
る
と

好
評
で
す
。

　濱
会
長
は「
地
元
で
育
て
ら
れ
た

高
品
質
な
食
肉
を
、
持
ち
帰
り
で
き

る
ウ
イ
ン
ナ
ー
で
多
く
の
方
に
味

わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
」
と
笑

顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

▽
お
問
い
合
わ
せ
＝「
二
戸
若
手
料
理
人

の
会
」（
℡
０
１
９
５・２
３・０
１
３
３
）

次
産
業
に
取
り
組
む
遠
野
市

宮
守
町
の
農
事
組
合
法
人

「
宮
守
川
上
流
生
産
組
合
」（
多
田
誠

一
組
合
長
）
が
作
る「
遠
野
あ
ま
ざ

け
」
が
、
地
元
産
直
な
ど
で
好
評
を

集
め
て
い
ま
す
。

　同
組
合
の
生
産
す
る
酒
米「
吟
ぎ

ん
が
」
を
使
っ
た
甘
酒
は
、
砂
糖
を

使
用
せ
ず
、
素
材
の
甘
さ
を
生
か
し

て
い
ま
す
。
ス
ッ
キ
リ
と
し
た
味
わ

い
で
、
甘
酒
が
苦
手
な
人
も
飲
み
や

す
い
と
好
評
で
、
購
入
者
は「
口
当

た
り
が
良
く
、
米
の
甘
さ
が
感
じ
ら

れ
る
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　「遠
野
あ
ま
ざ
け
」の
ほ
か
に
、「
山

ぶ
ど
う
甘
酒
」「
に
ん
じ
ん
甘
酒
」「
と

ま
と
甘
酒
」
の
４
種
類
を
展
開
。
い

ず
れ
も
地
場
産
の
野
菜
や
果
実
を
使

用
し
て
い
ま
す
。

　同
組
合
で
は
ジ
ュ
ー
ス
や
ど
ぶ
ろ

く
な
ど
も
販
売
し
て
い
て
、
多
田
組

合
長
は「
こ
れ
か
ら
も
消
費
者
の
み

な
さ
ん
に
喜
ば
れ
る
商
品
を
作
っ
て

い
き
た
い
で
す
」
と
力
強
く
話
し
て

い
ま
す
。

▽
販
売
先
＝
産
直「
サ
ン
Ｑ
ふ
る
郷

市
場
」、遠
野
市
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

「
旅
の
蔵
遠
野
」
な
ど

素
材
の
甘
さ
を
生
か
し
て

遠
野
あ
ま
ざ
け

地
元
畜
産
を
ま
る
ご
と
持
ち
帰
り

二
戸
ぶ
っ
と
べ
ウ
ィ
ン
ナ
ー

東南部地域
センター

二

北部地域
センター

【二戸市】

【遠野市】

さ
ま
ざ
ま
な
甘
酒
を
販
売
し
て
い
る

「
遠
野
あ
ま
ざ
け
」を
Ｐ
Ｒ
す
る
多
田
誠
一
組
合
長

「
多
く
の
方
に『
ぶ
っ
と
べ
』と
い
う
名
前
を
知
っ
て

ほ
し
い
」と
濱
会
長

「二戸ぶっとべウィンナー」
３本入りで５８０円（税別） ※冷凍販売

６
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作物名 加入方式 補償割合 補償内容

大豆

全相殺 ９割 農家の総収穫量が、基準収穫量の１割を超える減収があった場
合に共済金を支払う方式

半相殺 ８割 農家に被害耕地の減収量の合計が基準収穫量の２割を超える
減収があった場合に共済金を支払う方式

一筆 ７割 耕地ごとに基準収穫量の３割を超える減収があった場合に共
済金を支払う方式

そば 全相殺 ８割 農家の総収穫量が、基準収穫量の２割を超える減収があった場
合に共済金を支払う方式

※全相殺方式は、基準収穫量について最近５カ年の出荷数量で設定しますので、生産量のおおむね全量
（95％以上）をＪＡ等に出荷していることが加入の条件となります。

加入できる方式

大
豆・そ
ば

共
済

＆

加
入
申
込
の
受
付
が
始
ま
り
ま
す

　昨
年
の
大
豆
・
そ
ば
の
作
柄
は
お
お

む
ね
良
好
で
し
た
が
、
８
月
の
天
候
不

順
に
よ
る
茎
疫
病
の
発
生
（
大
豆
）
や

湿
潤
害
、
台
風
に
よ
る
倒
伏
等
が
発
生

し
ま
し
た
。

　安
定
し
た
経
営
と
安
心
し
て
栽
培
で

き
る
環
境
を
作
る
た
め
に
も
、
大
豆
共

済
・
そ
ば
共
済
へ
の
加
入
を
お
す
す
め

し
ま
す
。

  

大
豆
共
済

◉
加
入
申
込
受
付
開
始
日

　５
月
１
日

◉
加
入
で
き
る
の
は

　白
大
豆
（
青
大
豆
含
む
）・
黒
大
豆

そ
れ
ぞ
れ
の
栽
培
面
積
が
５
ア
ー
ル
以

上
の
農
家
・
生
産
組
織

※
え
だ
ま
め
は
加
入
で
き
ま
せ
ん

  

そ
ば
共
済

◉
加
入
申
込
受
付
開
始
日

　６
月
１
日

◉
加
入
で
き
る
の
は

対
象
と
な
る
災
害
は
？

風
水
害
、
干
害
、
ひ
ょ
う
害
、
そ
の
他
気

象
上
の
原
因
（
地
震
及
び
噴
火
を
含
む
）、

火
災
、
病
虫
害
、
鳥
獣
害
で
す
。

補
償
内
容
は
？

収
量
補
償
で
す
。
災
害
に
よ
り
、
基
準

収
穫
量
よ
り
当
年
の
収
穫
量
が
少
な

か
っ
た
場
合
、
減
少
し
た
収
量
分
か
ら
方
式
ご

と
に
基
準
収
穫
量
の
３
割
〜
１
割
を
差
し
引
い

た
分
を
共
済
減
収
量
と
し
、
こ
れ
に
補
償
単
価

を
か
け
た
も
の
を
共
済
金
と
し
て
支
払
い
ま
す
。

補
償
期
間
は
？

発
芽
期
（
移
植
す
る
場
合
は
移
植
期
）

か
ら
収
穫
適
期
に
刈
り
取
り
、
圃
場
か

ら
搬
出
す
る
ま
で
の
期
間
で
す
。

補
償
単
価
の
取
り
扱
い
は
？

経
営
所
得
安
定
対
策
の
「
畑
作
物
の
直

接
支
払
交
付
金
」（
以
下
、
交
付
金
と
い

う
）
に
交
付
申
請
を
す
る
農
家
と
申
請
を
し
な

い
農
家
で
は
、
１
㎏
当
た
り
補
償
価
格
が
異
な

り
ま
す
。

　ま
た
、
種
子
用
大
豆
、
黒
大
豆
は
交
付
金
の

対
象
外
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

補
償
単
価
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　な
お
、
補
償
単
価
は
毎
年
、
国
で
算
定
し
公

表
さ
れ
ま
す
。
平
成
28
年
産
の
補
償
単
価
は
、

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
へ
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　秋
そ
ば
の
栽
培
面
積
が
５
ア
ー
ル
以

上
の
農
家
・
生
産
組
織

※
夏
そ
ば
は
加
入
で
き
ま
せ
ん

　大
豆
・
そ
ば
の
補
償
は「
販
売
収
入
」

と
「
経
営
所
得
安
定
対
策
の
畑
作
物
の

直
接
支
払
交
付
金
」（
以
下
、
交
付
金

と
い
う
）
に
相
当
す
る
部
分
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

　交
付
金
は
、
自
然
災
害
に
よ
り
収
量

が
減
少
し
た
場
合
、
そ
の
分
は
交
付
さ

れ
ま
せ
ん
の
で
、
畑
作
物
共
済
で
十
分

な
補
償
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
補
償
割

合
の
高
い
方
式
へ
の
加
入
を
お
す
す
め

し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
営
農
継
続
支
払
が
当
年
産
の

栽
培
面
積
に
よ
り
算
出
さ
れ
ま
す
の

で
、
交
付
金
を
受
け
る
加
入
者
の
共
済

金
は
営
農
継
続
支
払
分
を
控
除
し
て
算

出
さ
れ
る
ほ
か
、
一
定
の
基
準
を
超
え

な
い
引
受
収
量
の
場
合
、
交
付
金
を
受

け
な
い
加
入
者
の
補
償
単
価
で
引
受
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

畑作物
共済

Q

Q

QQQ A

A

AAA
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（注） ①普通物件とは、乗用トラクター、自脱型・普
通型コンバイン、田植機、米・麦乾燥機、ロータ
リーなどの一般農業用機械です。

 ②特殊物件とは、モア、テッターレーキ、マニュ
アスプレッダーなどの畜産関係の用途に使用す
る機械です。

≪火災共済≫
加入共済金額1万円当たりの掛金が
12.5円から12.0円となりました。

≪臨時費用担保特約≫
（加入共済金額１万円当たり、次の額が加算されます）

≪地震等担保特約≫
（加入共済金額１万円当たり、次の額が加算されます）

≪総合共済≫
●普通物件（注）① 加入共済金額1万円当たりの掛金が
 40円から37円となりました。

●特殊物件（注）② 加入共済金額1万円当たりの掛金が
 130円から120円となりました。

共
済
掛
金
が
下
が
り
ま
し
た

　平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
共
済
掛
金
率
等
が
下
が

り
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
少
な
い
負
担
で
補
償
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。（
下
表
参
照
）

　農
作
業
が
本
格
化
す
る
こ
れ
か
ら
の
農
繁
期
は
、

例
年
、
農
機
具
共
済
事
故
発
生
件
数
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
主
な
事
故
原
因
は
、
農
機
具
の
衝
突
事
故

や
、
異
物
の
巻
込
み
に
よ
る
破
損
な
ど
で
す
。

　農
機
具
共
済
は
、
加
入
し
て
い
る
農
機
具
に
万
が

一
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
そ
の
農
機
具
の
新
調
達

価
額
ま
で
を
補
償
す
る
保
険
で
す
。
補
償
対
象
の
事

故
に
よ
り
総
合
共
済
（
稼
働
中
と
格
納
中
の
事
故
を

対
象
）
と
火
災
共
済
（
格
納
中
の
事
故
の
み
を
対
象
）

か
ら
補
償
方
式
を
選
択
い
た
だ
け
ま
す
。
事
故
時
の

支
払
共
済
金
は
、
新
調
達
価
額
に
対
す
る
加
入
共
済

金
額
の
割
合
で
計
算
さ
れ
ま
す
の
で
、
十
分
な
補
償

を
受
け
る
た
め
に
は
新
調
達
価
額
と
同
額
と
な
る
加

入
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
今
年
度
か
ら
新
た
な
特
約
と
し
て
、
付
保

割
合
条
件
付
実
損
て
ん
補
特
約
を
導
入
し
ま
し
た
。

火
災
共
済
ま
た
は
総
合
共
済
に
、
こ
の
特
約
を
付
け

る
こ
と
で
、
中
古
農
機
具
や
高
額
で
新
調
達
価
額
ま

で
の
加
入
が
で
き
な
い
農
機
具
の
補
償
も
可
能
と
な

り
ま
す
。

　万
が
一
の
事
故
へ
の
備
え
と
継
続
的
な
営
農
の
た

め
、農
機
具
共
済
で
大
切
な
農
機
具
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

農機具
共済

区　分 約定割合に応じた掛金（共済金額100万円の場合）
30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

火 災 2,285 1,920 1,695 1,542 1,428 1,339 1,269 1,200

総 合
普 通 8,123 6,611 5,674 5,034 4,567 4,210 3,929 3,700

特 殊 31,947 25,582 21,433 18,521 16,347 14,590 13,154 12,000

区　分 約定割合に応じた掛金（共済金額100万円の場合）
30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

火 災 2,285 1,920 1,695 1,542 1,428 1,339 1,269 1,200

総 合
普 通 8,123 6,611 5,674 5,034 4,567 4,210 3,929 3,700

特 殊 28,120 22,702 19,353 17,075 15,390 14,059 13,030 12,000

　３月号で掲載した農機具共済付
保割合条件付実損てん補特約の掛
金表の、総合共済（特殊）に誤りが
ありました。深くお詫びし、右表の
とおり訂正します。

(単位：円）

(単位：円）

加入共済金額 100万円 500万円 1,000万円

共済掛金
（改定前） 1,250円 6,250円 12,500円

共済掛金
（改定後） 1,200円 6,000円 12,000円

加入共済金額 100万円 500万円 1,000万円

共済掛金
（改定前） 4,000円 20,000円 40,000円

共済掛金
（改定後） 3,700円 18,500円 37,000円

加入共済金額 100万円 500万円 1,000万円

共済掛金
（改定前） 13,000円 65,000円 130,000円

共済掛金
（改定後） 12,000円 60,000円 120,000円

火災共済
総合共済

普通物件 特殊物件
共済掛金
（改定前） 1.35円 7.00円 24.00円

共済掛金
（改定後） 2.85円 5.35円 13.65円

火災共済
総合共済

普通物件 特殊物件
共済掛金
（改定前） 12.50円 12.50円 12.50円

共済掛金
（改定後） 12.50円 12.50円 12.50円

正

誤

【お詫びと訂正】

31,947 25,582 21,433 18,521 16,347 14,590 13,154 12,000

28,120 22,702 19,353 17,075 15,390 14,059 13,030 12,000
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洗
剤
は
２
〜
３
種
類
で
対
応

　日
用
品
の
節
約
で
真
っ
先
に
見
直
し
て
い
た

だ
き
た
い
の
が
洗
剤
。
食
器
用
、
お
風
呂
用
、

ト
イ
レ
用
な
ど
様
々
な
種
類
を
揃
え
て
い
ま
せ

ん
か
。
実
は
家
庭
内
の
汚
れ
は
油
汚
れ
・
皮
脂

な
ど
の
酸
性
と
水
ア
カ
な
ど
の
ア
ル
カ
リ
性
の

ほ
ぼ
２
種
類
な
の
で
、
洗
剤
も
、
そ
れ
ぞ
れ
を

中
和
さ
せ
る
弱
ア
ル
カ
リ
性
の
も
の
（
重
曹
、

セ
ス
キ
炭
酸
ソ
ー
ダ
な
ど
）
と
弱
酸
性
の
も
の

（
ク
エ
ン
酸
）
の
２
種
類
で
済
み
ま
す
。
あ
と

は
必
要
に
応
じ
て
、
石
け
ん
や
カ
ビ
取
り
剤
を

加
え
る
の
が
お
す
す
め
で
す
。

ラ
ッ
プ
や
テ
ィ
ッ
シュの
節
約

　こ
れ
ら
の
洗
剤
や
ラ
ッ
プ
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な

ど
を
安
売
り
の
時
に
買
い
置
き
す
る
人
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
は
そ
れ
ら
を
奥
に
し
ま

い
込
ん
で
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
必
要
な
分
だ
け
購
入
し
、
代
わ
り
に
無

駄
に
使
わ
な
い
よ
う
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。
例

え
ば
料
理
の
保
存
や
加
熱
に
は
、
ラ
ッ
プ
の
代

わ
り
に
電
子
レ
ン
ジ
に
使
え
る
ふ
た
を
利
用
。

ま
た
ち
ょ
っ
と
汚
れ
た
と
こ
ろ
を
拭
く
時
に
は
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
代
わ
り
に
、
あ
ら
か
じ
め
小
さ

く
切
っ
て
お
い
た
古
い
布
を
使
っ
て
い
ま
す
。

　最
近
は
１
０
０
円
シ
ョ
ッ
プ
で
購
入
で
き
る

も
の
が
多
く
、「
１
０
０
円
だ
か
ら
」
と
収
納
用

品
や
便
利
グ
ッ
ズ
を
買
う
人
も
い
る
よ
う
で
す

が
、
収
納
用
品
は
牛
乳
パ
ッ
ク
や
靴
の
箱
、
空

き
瓶
な
ど
で
代
用
可
能
。
便
利
グ
ッ
ズ
も
使
う

の
は
最
初
だ
け
…
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、購
入
前
に
、本
当
に
必
要
か
考
え
ま
し
ょ
う
。

23年前から消費生活アドバイザーとして活動。
専門分野は社会保障。公益社団法人日本消費
生活アドバイザー・コンサルタント・相談員協会
会員、岩手県生活問題研究会会員。

横藤崇子（よこふじたかこ）

　毎
回
テ
ー
マ
を
決
め
て
、日
々
の
暮
ら
し
の
中
で

実
践
で
き
る「
節
約
術
」を
紹
介
し
ま
す
。お
答
え
い

た
だ
く
の
は
、盛
岡
市
の
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー・

横
藤
崇
子
さ
ん
で
す
。

年２回の削蹄を  蹄は第２の心臓です 

第２８回東北地区牛削蹄競技大会を岩手県雫石町で開催

6

　牛は一般に運動量が少なく、蹄（ひづめ）が伸びすぎるので、定

期的に伸びた蹄を削り、蹄を整え四肢のバランスをとることで正しい

姿勢を保つことが牛の健康を維持する基本的要素とされています。

　削蹄はなくてはならない飼養管理の一つで、年に2回程度が一

般的ですが、必要に応じてそれ以上の削蹄が必要です。

　姿勢や歩行を観察して、肢蹄に痛みや違和感があるかどうか気

付いたときは、蹄の状況をチェックしましょう。

　（公社）日本装削蹄協会認定牛削蹄師の牛削蹄技術

の向上と、乳用牛・肉用牛の能力増進に資することを目

的として、東北各県の予選で選抜された認定牛削蹄師に

よる競技大会を本県において開催いたします。

開催日時 ： 平成２８年８月３０日（火）
開会式8：30〜、 褒賞授与式15：30

（牛削蹄判断競技及び牛削蹄競技9：00〜11：00）

開催場所 ： JA全農いわて中央家畜市場
　　　　　 雫石町七ツ森20-1

日
用
品
の
節
約
術

牛の健康チェックポイント

12

農
政     

前
線

中
山
間
地
域
の

活
動
支
援
策
強
化
が
急
務
に

最

直
払
の
面
積
３
万
３
千
㌶
減

　農
林
水
産
省
は
、
第
４
期
対
策
初
年
度
と

な
る
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
（
以
下
、

中
山
間
直
払
制
度
）
の
２
０
１
５
年
度
の
実
施

状
況
（
１
月
末
現
在
）
を
公
表
し
た
。
取
り
組

み
面
積
は
、前
年
度
比
４・８
％
（
３
万
３
千
㌶
）

減
の
65
万
４
千
㌶
と
な
り
、
減
少
幅
は
制
度
発

足
以
来
最
大
と
な
っ
た
。
高
齢
化
の
進
展
な
ど

で
共
同
活
動
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
集
落
の
現

状
が
あ
ら
た
め
て
鮮
明
に
な
っ
た
。
生
産
条
件

が
不
利
な
中
山
間
地
域
の
農
地
は
、
い
っ
た
ん

荒
廃
す
る
と
再
生
は
困
難
だ
。
制
度
の
活
用
を

促
す
仕
組
み
づ
く
り
を
含
め
、
集
落
活
動
の
維

持
・
活
性
化
に
つ
な
が
る
制
度
の
拡
充
・
強
化

が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

協
定
数
は
８・６
％
減

　中
山
間
直
払
制
度
は
00
年
に
導
入
し
た
。

５
年
ご
と
に
見
直
さ
れ
、
15
年
度
か
ら
は
「
農

業
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
発
揮
の
促
進
に

関
す
る
法
律
」
に
基
づ
く
制
度
と
し
て
第
４

期
対
策
（
実
施
期
間
15
〜
19
年
度
）
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。

　た
だ
、
初
年
度
の
面
積
は
、
岩
手
、
宮
城
、

新
潟
、
福
井
、
滋
賀
の
５
県
を
除
き
、
軒
並

み
前
年
度
割
れ
と
な
り
、
協
定
数
も
全
国
で

８・６
％
減
少
し
た
。
同
省
は
、
活
動
の
中
心

的
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
代
表
者
の
引
退
や

協
定
参
加
者
数
の
減
少
な
ど
で
、
共
同
活
動

や
農
業
生
産
活
動
の
継
続
が
見
通
せ
な
い
状

況
が
生
じ
て
い
る
と
説
明
。
①
高
齢
な
ど
で

共
同
活
動
に
参
加
で
き
な
い
農
家
が
出
た
②

５
年
の
耕
作
継
続
要
件
の
達
成
が
見
通
せ
ず
、

農
地
の
受
け
手
も
見
つ
か
ら
な
い
③
山
際
な

ど
農
地
の
条
件
が
悪
い

｜

な
ど
を
理
由
に
、

協
定
農
地
を
一
部
除
外
す
る
動
き
な
ど
も
顕

在
化
し
て
い
る
と
い
う
。

制
度
の
拡
充
へ
新
た
な
検
討

　15
年
度
の
状
況
を
受
け
、
農
林
水
産
省
は

支
援
強
化
策
の
検
討
に
着
手
し
た
。
複
数
の

集
落
が
連
携
・
協
力
す
る
体
制
や
近
隣
集
落

が
小
規
模
・
高
齢
化
集
落
を
支
え
る
体
制
づ

く
り
へ
の
支
援
、
農
地
を
引
き
継
ぐ
地
域
の
話

し
合
い
な
ど
を
促
す
方
針
だ
。
体
制
整
備
要

件
の
見
直
し
や
「
超
急
傾
斜
地
農
地
保
全
管

理
加
算
」
の
創
設
な
ど
第
４
期
対
策
の
拡
充

事
項
の
周
知
徹
底
も
図
る
。

人
を
呼
び
込
む
施
策
を

　中
山
間
直
払
制
度
は
、
集
落
の
裁
量
で
自

由
に
使
え
る
交
付
金
と
し
て
高
い
支
持
を
受

け
、
農
地
保
全
や
集
落
機
能
の
維
持
・
強
化

に
貢
献
。
地
域
営
農
の
み
な
ら
ず
、
地
域
の
自

治
活
動
を
支
え
て
き
た
。

　第
２
期
、
第
３
期
対
策
も
初
年
度
に
数
千

㌶
程
度
面
積
が
減
っ
た
が
、
そ
の
後
増
加
し
、

最
終
年
度
は
初
年
度
を
上
回
っ
た
。
協
定
締

結
や
共
同
活
動
の
推
進
に
不
可
欠
な
自
治
体

に
よ
る
支
援
体
制
強
化
を
含
め
、
地
域
の
実
情

に
合
わ
せ
柔
軟
に
対
応
で
き
る
仕
組
み
整
備
を

急
ぐ
必
要
が
あ
る
。

　中
山
間
地
域
は
、
総
耕
地
面
積
、
総
農
家

数
と
も
に
国
内
の
約
４
割
を
占
め
、
食
料
の
安

定
供
給
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
国

土
保
全
な
ど
多
面
的
機
能
の
持
続
的
な
発
揮

に
も
不
可
欠
だ
。
農
業
所
得
の
確
保
や
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
に
全
力
を
挙
げ
る

と
と
も
に
、
都
市
部
で
広
が
り
つ
つ
あ
る
〝
田

園
回
帰
〞
の
流
れ
な
ど
を
追
い
風
と
し
て
、
多

様
な
人
々
を
地
域
に
呼
び
込
む
施
策
を
総
動

員
す
る
必
要
が
あ
る
。

　（農
業
共
済
新
聞
編
集
室
）

　「人生は一度しかないので、
思い立ったらすぐ行動です」と
いう活動的な遠藤緑さん。
　自宅で繁殖牛を２０頭以上
飼育している緑さんは市場も
好きでよく行くとのこと。田ん
ぼのお手伝いも含めて積極的
に農業に携わっています。
　「農業をやる前は面倒だし重
労働だと思ってました。でも今
は機械がありますし。昔の人は
土も種も何もないところから積
み重ねてここまでやってきたん
だって、感心するばかりです」
と話してくれました。

大好き野菜料理緑さんの

●旬の野菜を使った
　スティックサラダ
●きゅうりの一本漬け

な
でし
こ

私
も
農
家
の

サ
ポ
ー
タ
ー

遠え
ん

藤ど
う

　緑
み
ど
り

さ
ん（
₂₉
）

奥
州
市

13



盛岡地域センター
家畜課

盛岡地域センター
盛岡・紫波支所 資産共済課

盛岡地域センター
盛岡・紫波支所 総務係

盛岡地域センター
北岩手支所 資産共済課

盛岡地域センター
北岩手支所 総務係

＊
農
家
に
と
っ
て
う
れ

し
い
季
節
と
な
り
ま
し

た
。忙
し
い
け
ど
充
実
の

日
々
に
な
り
ま
す
。今
年

も
多
く
の
恵
み
を
い
た

だ
け
ま
す
よ
う
に
と
思

わ
ず
に
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

 

【
滝
沢
市

　Ｋ
さ
ん
】

＊
今
年
も
風
の
吹
く
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
風
の
強
い

日
は
気
に
な
っ
て
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。
朝
、目
覚
め
た
時

は
ハ
ウ
ス
を
見
回
っ
て
無
事
な
こ
と
に
ホ
ッ
と
し
ま
す
。

表
紙
の
雛
ま
ん
じ
ゅ
う
作
り
の
兄
妹
の
笑
顔
が
可
愛
い

で
す
ね
。
天
使
の
よ
う
な
笑
顔
に
メ
ロ
メ
ロ
で
す
！

 

【
紫
波
町

　Ｓ
さ
ん
】

＊
今
年
は
雪
が
少
な
い
の
で
、
農
作
業
に
被
害
が
な
け

れ
ば
と
不
安
で
す
。
雪
か
き
に
は
楽
で
し
た
け
れ
ど
も
。

 

【
花
巻
市

　Ａ
さ
ん
】

＊「
わ
が
家
の
か
ま
ど
」
の
レ
シ
ピ
を
切
り
抜
い
て
レ

シ
ピ
帳
に
貼
っ
て
い
ま
す
。
大
根
ス
テ
ー
キ
美
味
し
い

で
す
よ
ね
。 

【
奥
州
市

　Ｉ
さ
ん
】

＊
暖
か
く
な
っ
て
き
た
の
で
、
そ
ろ
そ
ろ
春
野
菜
を
植

え
よ
う
と
準
備
中
で
す
。
今
年
も
全
て
豊
作
に
な
る
よ

う
頑
張
っ
て
植
え
よ
う
と
思
っ
て
ま
す
。

 

【
一
関
市

　Ｓ
さ
ん
】

＊「
い
ち
ば
ん
星
」
の
コ
ー
ナ
ー
を
読
ま
せ
て
い
た
だ

き
、
と
て
も
魅
力
的
な
商
品
だ
と
思
い
ま
し
た
。
県
内

に
は
商
品
価
値
が
あ
る
産
物
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
と
思
い

ま
す
。
Ｐ
Ｒ
を
し
て
岩
手
を
全
国
の
皆
さ
ん
に
も
知
っ

て
ほ
し
い
で
す
ね
。 

【
遠
野
市

　Ａ
さ
ん
】

＊
震
災
か
ら
５
年
、
長
い
よ
う
で
早
い
よ
う
で
、
で
も

一
歩
ず
つ
、
高
台
移
転
が
進
ん
で
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん

が
一
日
も
早
く
落
ち
付
け
る
と
い
い
で
す
。
そ
し
て
早

く
道
路
も
で
き
あ
が
る
と
い
い
で
す
ね
。

 

【
久
慈
市

　Ｓ
さ
ん
】

＊し
い
季
節
と
な
り
ま
し

た
。忙
し
い
け
ど
充
実
の

日
々
に
な
り
ま
す
。今
年

も
多
く
の
恵
み
を
い
た

だ
け
ま
す
よ
う
に
と
思

わ
ず
に
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

阿
あ

部
べ

　類
る い

阿
あ

部
べ

 将
しょう

太
た

阿
あ

部
べ

 泰
た い

樹
き

菅
す が

　悠
ゆ う

紀
き

上
う え

野
の

 正
ま さ

道
み ち

有
あ り

原
は ら

　翔
しょう

菅
す が

原
わ ら

　優
ゆ う

小
こ

松
ま つ

　希
のぞみ

立
た つ

野
の

 圭
け い

祐
す け

中
な か

沢
ざ わ

 翔
しょう

馬
ま

本所
事業部 資産共済課

胆江地域センター
家畜診療所 家畜診療課

磐井地域センター
家畜課

東南部地域センター
収穫共済課

宮古地域センター
事業課

盛岡市出身

盛岡市出身 紫波町出身

盛岡市出身

花巻市出身

盛岡市出身

花巻市出身

遠野市出身

奥州市出身

宮古市出身

　職場が卒業した中学校の
側にあり不思議な縁を感じて
います。初心に帰り頑張ります
ので、よろしくお願いします。

　何事にも全力で取り
組み、１日も早く皆様の
お役に立てるよう努力
していきます。

　農業に関わる生き方を
貫きたいと思います。まだま
だ未熟ですが、頑張ります
のでよろしくお願いします。

　地元岩手の畜産を盛り
上げたい！攻めの姿勢で
何でもチャレンジします。
よろしくお願いします。

　農家の方々を支える
ことができるよう、一生
懸命頑張ります！

　まだまだ分からない事
もありますが、早く仕事を
覚えて共済事業に貢献
できるよう頑張ります。

　右も左も分からない
新人ですが、元気よく頑
張ります。よろしくお願
いします。

　畜産農家として農業
を身近に感じてきまし
た。皆様のお役に立て
るよう頑張ります。

　仕事を早く覚え、一つ
一つ丁寧に取り組みた
いと思います。よろしく
お願いします。

　農家の皆様の目線に
立ち、岩手の農業の支
えになれるように頑張
ります。

◆ 新採用職員紹介　　　　　　　　　　　  ◆

盛岡

胆江

盛岡

磐井

盛岡

東南部

盛岡

宮古

盛岡

本所

　　　　　　　　　　　  よろしくお願いします！
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共
済
掛
金
は

口
座
振
替
で

　Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
現
金
納
入
に

か
か
る
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る

た
め
、
共
済
掛
金
等
の
納
入
に
つ

い
て
「
口
座
振
替
」
の
利
用
を
勧

め
て
お
り
ま
す
。

　現
金
ま
た
は
振
込
で
納
入
し
た

場
合
、
組
合
よ
り
加
入
内
容
等
の

確
認
の
通
知
が
届
く
場
合
が
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
適
切
に
ご
回
答
く

だ
さ
い
。

こ
ん
な
時
は

早
め
の
連
絡
を

■
風
水
害
、
干
害
な
ど
の
自
然
災

害
ほ
か
、
火
災
、
病
虫
害
、
鳥

獣
害
の
被
害
を
確
認
し
た
と
き

・
農
作
物
共
済

・
果
樹
共
済

・
畑
作
物
共
済

※
水
稲
に
お
い
て
は
、
自
然
災
害
を

原
因
と
す
る
移
植
不
能
、
発
芽

不
能
が
発
生
し
た
場
合
、
調
査

を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

■
家
畜
の
異
動
報
告

・
子
牛
が
出
生
し
た
と
き

・
牛
を
譲
渡（
売
却
）、導
入
し
た
と
き

・
育
成
牛
が
加
入
月
齢
（
生
後
６
カ

月
）
に
達
し
た
と
き

・
家
畜
が
死
亡
ま
た
は
廃
用
に
な
っ

た
と
き

　こ
れ
ら
の
届
け
出
が
な
か
っ
た

場
合
、
共
済
金
の
減
額
や
支
払
い

対
象
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
異
動
月
日
は
家
畜
改

良
セ
ン
タ
ー（
牛
個
体
識
別
情
報
）

へ
届
け
出
る
月
日
と
一
致
す
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

■
ハ
ウ
ス
事
故
、
建
物
の
物
件
や

農
機
具
の
機
種
に
変
更
や
事
故

が
あ
っ
た
と
き

　報
告
が
遅
れ
ま
す
と
共
済
金
が

支
払
い
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
名
義
の
変
更

　経
営
移
譲
し
た
場
合
、組
合
員
が

死
亡
し
た
場
合
、住
所
を
変
更
し
た

場
合
な
ど
は
届
け
出
が
必
要
で
す
。

届
け
出
の
際
は
金
融
機
関
に
登
録

し
て
い
る
印
鑑
も
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

　平
成
28
年
３
月
31
日
付
で
10
名

の
職
員
が
退
職
い
た
し
ま
し
た
。

■
本
所

　日
向
正
喜
（
参
事
）

■
盛
岡
地
域
セ
ン
タ
ー

　遠
山
幸
文

　（
盛
岡
・
紫
波
支
所
長
）

　藤
川
新
市
（
資
産
共
済
課
長
）

　高
橋
公
一
（
家
畜
課
長
）

　畑
山
八
重
子

　（
盛
岡
・
紫
波
支
所
主
幹
）

■
中
部
地
域
セ
ン
タ
ー

　川
村
俊
之
（
セ
ン
タ
ー
長
）

　冨
手
秀
一

　（
資
産
共
済
総
括
課
長
）

　小
原
紀
明

　（
資
産
共
済
課
主
事
）

■
磐
井
地
域
セ
ン
タ
ー

　熊
谷
浩
道

　（
家
畜
課
副
主
幹
）

■
東
南
部
地
域
セ
ン
タ
ー

　荒
川
隆
（
セ
ン
タ
ー
長
）

詳
細
に
つ
い
て
は
、お
近
く
の

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

NOSAIか ら の お 知 ら せ

?種豚・肉豚共済：肉豚共済に加入できるのは生後
○○日以降の肉豚でしょうか。（ヒント：4 ページ参照）
　　　　　　　 ①１０　②２０　③３０

　お父さんの栽培する「畑わさび」の花芽
の収穫をお手伝いした天誠くん。おじい
ちゃん、おばあちゃんとも一緒に作業が
出来て嬉しそうです。そんな天誠くんが
今夢中になっているのは、ウルトラマン！
実はこの日、天誠くんの胸ポケットには
ウルトラマンに出てくる宇宙怪獣ゼット
ンが隠れています。今春から小学１年生
になった天誠くんは「給食を時間内に全部
食べられるように頑張ります」と元気に話
してくれました。ご両親は「やりたいこと
を一生懸命やってほしい」と温かく見守っ
ています。

吉澤天
て ん

誠
せ い

くん（6歳）
●応募方法
ハガキに必要事項をご記入の上、ご応募ください。正解者の中から抽選で10
名に図書カードをプレゼントします。当選者は次号で発表します。
●応募締切　平成２８年6月15日（当日消印有効）
●応 募 先　〒020-0857　盛岡市北飯岡一丁目10-50
　　　　　　  NOSAIいわて「クイズ」係
●記　　入
①答え　②郵便番号・住所　③氏名　④年齢　⑤電話番号
⑥NOSAIや広報紙への意見・感想・質問などご自由にお書きください。(氏名
を省略し本紙に掲載させていただく場合がございます)
※応募によって得られた個人情報は、賞品の発送と広報紙作成の参考意見とする以外
の目的に利用しません。

【3月号の答え】 「中古」でした。たくさんのご応募ありがとうございました。

【3月号の当選者】 工藤正敏（岩手町）、三浦日出子（八幡平市）、池田良子
（北上市）、渡邉征悦（奥州市）、小澤よね子（奥州市）、加藤寛義（平泉町）、
泉田宏子（住田町）、伊藤美和子（陸前高田市）、山崎　忍（宮古市）、小笠
原牧子（久慈市）

問 題 Q u e s t i o n
N IS イO クA ズ

岩泉町国境　吉澤誠さん、佳奈美さんのお子さん

今
月
の
表
紙
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